
令和7年度シラバス 視能訓練士科
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神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

自由記載

100%

臨床工学技士の仕事と同一症例の関り

理学療法士の仕事と同一症例の関り

作業療法士の仕事と同一症例の関り

言語聴覚士の仕事と同一症例の関り

歯科衛生士の仕事と同一症例の関り

その他の医療職種の仕事と同一症例の関り

授業の目的・概要

授業計画

内容

チーム医療とは,視能訓練士の仕事と同一症例の関り

診療放射線技師の仕事と同一症例の関り

授業の到達目標

良質な医療を実践するためには、多種類の医療専門職の協働（チーム医療）が不可欠である。本科目では専門職
種を理解し、チーム医療の構成員として自身の専門性を活かし、積極的に医療に参画し、より安全で質の高い医
療を実践できるように医療の流れ、医療チーム構成員とその職能・役割など、チーム医療に関する基本的知識を
習得することを目的とする。

①医療の流れ、医療チーム構成員とその職能・役割を述べることができる。
②1つの症例に対して各職種から見た視点を理解し、チーム医療における視能訓練士の視点を提案することができ
る。

成績の評価方法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

筆記試験

レポート・課題

小テスト

平常点

自由記載

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

備考

自由記載

開講時期

後期

病気がみえる　vol.12　眼科 医療情報科学研究所　編 メディックメディア

視能学　第3版 小林義治　他編 文光堂

担当教員名

山㟢　統子・鈴木　則章・岩井　克磨・林田　健・坂東　恵美
子・嘉納　綾・平口　昌広・三村　明美

15

時間数（単位数） 授業回数

8 回

年次

2 年次

講義・演習専門職連携論

科目名 授業形態


